
2021.  4　No.   42

大阪大学工学部電気系同窓会

澪　電　会
ホームページ：http://www.reidenkai.jp/

目　　次

会長ごあいさつ（山田隆持） ……………… 1
講演会からの話題…………………………… 2
話　題………………………………………… 5
退職された先生からのご寄稿……………… 7
母校のニュース……………………………… 8
新研究室紹介………………………………… 10
教員紹介……………………………………… 12

学生の声  …………………………………… 15
会員の方々のご活躍………………………… 18
教室情報……………………………………… 19
賛助会員募集について……………………… 20
澪電会役員…………………………………… 21
支部連絡先…………………………………… 22
澪電会だより－本部・支部活動報告－…… 23

箕面新キャンパス
2021 年 4 月に新キャンパスが開校しました



Web名簿システムの運用開始のお知らせ

澪電会では、会員名簿の整備と活動の活性化を目的として、同窓会の名簿管理を専門とする業者に委託して、
Web 上で名簿の閲覧および管理が行える下記のシステムを導入し、令和 2 年 12 月より名簿閲覧できるように
なっております。

澪電会 Web 名簿システム　　https://wd-system.jp/reidenkai/
この Web 名簿システムは、会員データベースを専用のデータセンターで監視の下、安全に運用することが

できます。これに伴い、会員ご自身で更新された最新の会員情報を閲覧でき、同窓生へのご連絡などにご活用
頂けます。また、今後、このシステムを用いて、澪電会の諸行事などの迅速なご案内も行う予定です。つきま
しては、会員の皆様には、是非とも登録情報を適宜更新頂きますようお願い致します。

なお、ログイン ID や操作方法に関するご質問などは、名簿システムのトップ画面の「ID・パスワードにつ
いてのお問い合わせ」より手続きお願いします ( 澪電会事務局でなく、委託先で対応します）。
　　　委託先：小野高速印刷㈱　同窓会支援事業部
　　　　　　　E-mail： info@wd-system.jp 　　TEL：0120-22-085

表紙について

　表紙の“澪電”は、故 熊谷信昭大阪大学元総長（通信・昭和28年旧制）の揮毫によるものです。

 令和 3 年 4 月　

令和３年度澪電会総会・講演会・懇親会のご案内
 澪電会会長　 山田　隆持

拝啓　陽春の候　会員の皆様にはますご健勝のことお慶び申し上げます。
さて、令和 3 年の澪電会総会ならびに講演会を下記の通り開催いたします。講演会では大阪大学の根岸和政

先生をお招きして、「コロナストレスとレジリエンス」と題してレジリエンスの鍛え方について講演いただく予
定です。

新型コロナ感染防止のためハイブリッド形式（会場にお越しいただく形式と、インターネットを介してご参
加するオンライン形式を組み合わせた形式）での開催を計画しております。多数ご参加下さいますようご案内
申し上げます。
 敬　具

記

日　時：　令和 3 年 6 月 11 日（金） 17：00 ～ 19：00

会　場： 大阪大学吹田キャンパス　銀杏会館  阪急・三和ホール

次　第： 1．総　会 17：00 ～ 17：45
 2．大学近況報告 17：45 ～ 18：00
 3．講演会 18：00 ～ 19：00
 　　「コロナストレスとレジリエンス」
 大阪大学　オープンイノベーション教育研究センター
 イノベーション推進部門　部門長　根岸和政 先生

会　費： 無料

尚、オンライン参加方法など詳細については、確定次第、改めて電子メールを通じて連絡
をさせていただきます。

準備の都合上、Web フォーム https://forms.gle/VgqFEftuH3agqfYk9  より 6 月 9 日（水）
までに参加申込ください。

問い合わせ先：澪電会事務局　 reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp 申し込みフォーム QR コード ⇧
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会長ごあいさつ

澪電会会長　山田　隆持
（通信・昭和46年）

世界中にコロナが蔓延している中ですが、澪電会の
会員の皆様にはいかがお過ごしですか。

昨年はコロナの影響でオリンピックが延期になり、
国内の様々なイベントも中止となりました。まさに世
界の景色が大きく変わったといっても過言ではあり
ません。澪電会の活動もその影響をまともに受けまし
た。例年 6 月の総会・講演会は 12 月まで延期となり、
対面形式と Web 会議でのハイブリッドで実施しまし
た。しかし卒業祝賀会、謝恩会や各種イベント、支部
総会などは中止せざるを得ませんでした。今年に入っ
ても、2 回目、3 回目の緊急事態宣言が発令されるな
ど、まだまだコロナの影響を強く受け、各種イベント
も制約されそうです。毎月のニュースがコロナがメイ
ンで気持ちも暗くなりがちです。人と人との接触が厳
しく制限され、大勢集まって行う会合や懇親会の有難
さを改めて痛感しているところです。

しかし後ろ向きばかりでは駄目でこれからの with
コロナの時代にどう対応していくかを知恵を出して
考えていく必要があります。言葉を変えていえば、今
までのものを大きく変革していく原動力となりえる
のではないでしょうか。社会的に見れば変革の一つが
テレワークの導入です。会社員としては朝出勤して勤
務し夕方に帰宅するというのが当たり前だったので
す。しかしテレワークを実際に導入してみると職種に
よっては必ずしも出勤しなくても仕事が十分できるこ
とが判明したのです。これから勤務形態は大きく変化
していくと思います。テレワークに使用する Web 会
議も使い勝手の良い会議システムがいろいろ出てき
て簡単に会議が出来る様になりました。従来のように
会議場所に集まる必要がないので今まで以上に効率
よく会議ができます。

しかしこのようなテレワーク、Web 会議にも限界
があります。今まで気心の知れた人がテレワーク、
Web 会議をしていれば、それはそれで良かったので
すが、全く知らない人とのテレワーク、Web 会議は、
情報は伝えられてもなかなか気心を知るところまで
はいかないのが現状です。人と人との face to face の
会合で培われる心の繋がりは容易には得られないの
が実情です。この現在の限界をどう改善していくかが

これからの課題です。澪電会の運営もコロナ禍の中で
どう工夫を凝らして運営していくかです。澪電会の活
動は会員のヒューマンネットワークを構築し相互の
絆を培っていく事です。コロナの影響で人間関係が疎
になっている現状から、なおさら人と人とのコミュニ
ケーション、絆が重要となってきます。

今年の澪電会の運営については絆を作っていくと
いう目的を達成する為、例年実施していた講演会・イ
ベント等は安全を確保しつつ、対面形式と Web 会議
とのハイブリッド方式を導入するなどいろいろ工夫
を凝らして極力実施していきたいと思っています。

また、昨年、新たに導入した事といえば、Web に
よる会員名簿です。今やデジタルの時代になっており
名簿内容の更新や最新情報の閲覧が随時行える Web
名簿システムとしました。是非活用して下さい。また
イベントも新機軸を取り入れていきたいと考えてい
ます。その一つが若手会員の活性化イベントです。一
昨年の 11 月、第一弾として 20 代、30 代の若手澪電
会員約 25 名と大阪外大の OB 会の女性約 25 名程度で
講演会、懇親会の場を設定しましたが、なかなか好評
でした。第二弾、第三弾を計画しようとしていました
が残念ながらコロナの広がりで当面延期せざるを得
なくなりました。若手会員の活性化は重要課題です。
そのため澪電会組織の中に青年部会的なチームを作
り、20 代、30 代の会員が中心になり、自分達の年代
が望むような講演会やイベントを企画、運営していく
ようにしていきたいと考えています。若手会員のやる
気に大いに期待しています。

世界的に見ればコロナの話題で振り回されている
気がしますが、技術面ではＡＩやビッグデータなどの
技術革新は着実に進んでおり、自動運転を始めとした
スマート社会を目指して世界が動いています。

澪電会の皆様におかれましては、世界の技術開発、
サービス開発の動向を見据え、企業と大学が連携し
て、スマート社会の実現に向けて尽力していって頂き
たいと思います。そして澪電会という同窓生として
の絆を深め、コロナに負けずに世代を超えた幅広い
ヒューマンネットワークを築いていって下さい。
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講演会からの話題

2021 年は、トランジスターの発明から 73 年、集積
回路が考案されて約 60 年となります。46 億年前に地
球が誕生し、その後、数億年後に最初の生命が生ま
れてから、それに比べるとつい最近のことになるの
でしょうけれど数百万年とも言われる人類の歴史に
おいて、直近の 60 年、70 年は、一瞬のとても短い時
間と言うことがいえます。しかし、このたった 70 年
ほどで半導体は、何十万年の人類の歴史で、強烈な生
活と文化の大改革、そして想像を絶するスピードと量
による情報社会の構築と、その圧倒的な利便性も含め
て、いろいろな意味で世界を、そして地球を何千倍に
も小さくし変貌させたとも言えます。つい 70 年前は、
ハワイへは飛行機の直行便もなく、船旅が主たる移動
手段であり、「憧れのハワイ航路」なんて歌が大流行
していたわけです。そう考えると、このトランジス

ターの発明から集積回路関連のアプリケーションの
発展は、人類の全ての産業界に超大な好影響を及ぼし
世界の経済と人類の発展に大きすぎるとも言える貢
献をし、それが今、このパンデミック下のコロナ禍に
おいても驚異的な成長を続け、更に発展を遂げている
わけです。このような全人類と全地球に大きく貢献す
る技術進歩とそのトータルの市場の拡大をドライブ
したものは他にないのではないでしょうか。第 4 次産
業革命とも言えますが、これは産業というだけではな
く、人類の生活・文化そして価値革命を引き起こしつ
つあると言えるでしょう。今、米国の GAFAM も時
価総額の総和などは他の産業界を寄せ付けない想像
もつかないような規模になっていますし、今や広範囲
での産業界、経済界、そして世界の安全保障までに大
きく影響を及ぼすものとなっています。私は、この半
導体の産業界と市場の発展と成長において、これまで
の 70 年を第１章の成長期と名を打ちました。そして、
今、この強大で広範囲な世界のデータ社会において、
AI、Big Data、DX（ディジタルトランスフォーメー
ション）、スマート社会という時代が、インターネッ
トという世界を一つにするパイプによって成長を遂
げています。これから先の 70 年を考えると、これを
第 2 章の成長期と考えて良いと思っています。

先日は昭和51年（1976年）に卒業した母校（吹田キャ
ンパス）で、生涯で初めて教壇に立ち、これから社会

ICT・半導体産業界の更なる成長と、
人生 100 年時代の若者へのメッセージ

東京エレクトロン
取締役会長

常　石　哲　男
（通信・昭和 51 年）

T. Tsuneishi, TEL / January 7, 2021 1
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へ船出する電気系 3 学科の後輩学生諸君に社会人とし
て企業人としての私の 45 年間の東京エレクトロンで
の人生のお話と、世界の半導体・エレクトロニクス産
業の成長の変遷と日本のエレクトロニクス産業界の
盛衰のお話をしました。1976 年には、総社員数が 250
人程度であった若い会社が、45 年後には、世界で約 1
万 4 千人の従業員を抱え、時価総額では 6 兆円を超え
る企業にまで成長できた秘訣は何かということを述
べました。拙い私の話でありましたが、皆さんとても
熱心に聞いてくれました。何かこれからの人生のヒン
トになれば嬉しく思います。

これからの日本を支え、世界で大いに貢献するであ
ろう多くの若者の顔とキラキラと光る眼を見た私は、
とても新鮮で且つ何だか嬉しい気持ちにもなり、そし

てこれからの日本を世界を頼みますよ！というよう
なエールを送ったような気持ちになりました。

1940 年代に人類は、原子力というパワーを発見・
発明し、それはとても不幸にも最初はとんでもない破
壊力を持つ兵器として使用され、広島・長崎で多くの
尊い命が奪われました。しかし、その後、平和利用も
推進され人類のより良い生活と地球環境の保全にも
大いに活用されてもいます。多くの正の貢献もある中
で、今も、そのパワーの背後にある負となる懸念は拭
い去ることはできていません。これもまた解決しなけ
ればならない大きな人類の宿題であります。一方で、
半導体は、発明されて以来、これまで大いに人類の生
活と利便性に貢献しましたが、MPU、 GPU、 AI、スー
パーコンピューターの性能争いにおいて、またもやこ
れは国家間のハイテク技術の覇権争いという形で安
全保障問題に発展しつつあるのは大いに懸念をする
ところであります。また、この ICT 産業界の更なる
発展と成長は、世界の電力消費増大という観点では、
大きな課題を抱えていることも事実です。しかし、私
が先日会った阪大の若者達には、世界に羽ばたき、こ
れらの問題や課題を解決し、まだまだ何十億年も続く
であろう進化する人類の生活と更なる幸せのために
大いに活躍して欲しいと思います。人生 100 年時代に
おいては、その人生の日暮れを迎えるときには、大い
なる溢れるばかりの達成感を得られることを期待し、
それを目指してほしいと思いました。
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講演会からの話題

テクノロジーの進化はたいていの場合、人間の生活
や文化にポジティブな前進をもたらす。だから進化を
遂げようとするテクノロジーはいつだって、人々に歓
迎されるはずだ。澪電会のみなさまが心血を注いでこ
られた工学という分野など、まさに「歓迎されるテク
ノロジー」の最たるものだろう。

企業や社会において工学は、役に立つ生産物を得る
ための科学であり、ひいては公共の安全やインフラに
資する技術のことだ。ここ数十年の通信の進化を思い
出せば自明だろう。いまを生きるほとんどすべての人
が生活の恩恵に与るわけだから、工学は生まれながら
にポジティブな学問なのでしょう。

技術の進化は尊いものだ。喜ばしいものだ。歴史
を見れば、戦争という悲劇をもたらしたテクノロジー
を知ることもできるが、それ以上に人類は、テクノロ
ジーの進化によって社会を亢進させてきた。戦争が
テクノロジーと無縁でいられないのなら、文化や芸術
だってテクノロジーと無縁ではいられないだろう。あ
なたや私が享受する文化も、いやあなたや私が社会に
存在する仕方そのものが、たとえば 20 年前と比べて、
がらりと進化しているはずだ。スマホひとつを手にし
ても「思えば遠くに来たもんだ」と感慨が湧いてくる。

だがいま、テクノロジーを取り巻く環境に、いささ
か不穏な空気が流れる場所がある。広告だ。そこで

歓迎されるテクノロジー

シャープ株式会社
デジタルマーケティング部

山　本　隆　博

はテクノロジーが歓迎されないどころか、「嫌われる」
というかたちで私たちの生活に横たわっている。デジ
タルやITと名のつくテクノロジーは、その進化によっ
て私たちの生活を便利にしてきた。それはだれもが否
定するところではないだろう。しかしデジタル上の情
報発信のあり方、つまりは広告技術においてだけは、
進化するにつれネガティブな事態を引き起こしてい
る。

お招きいただいた講演では、その広告がなぜ、どう
嫌われているのかを順序立てて説明申し上げた。雑に
いえば、以下のようになる。

だれもが SNS を使う時代、発信される「自分のこと」
で世界はパーソナルな情報に溢れに溢れてしまった。
もはや私たちは、SNS 上でつながる友人知人の情報
を受信することで脳はいっぱい。処理する能力も時間
も圧倒的に足らない。そこに企業や社会のニュースが
入り込む余地はない。さらに、嘘の情報が容易に出回
るようになってしまった。フェイクニュースという
ワードが広く知られたのは、多くの人が実体験を伴っ
ているからだろう。つまり「伝わらない時代」になっ
てしまったのだ。

一方、広告は消費者を「狙う技術」を向上させてき
た。デジタル上でターゲットする精度が上がれば上が
るほど、ほくそ笑むのは広告を実施する側ばかりで、
消費者は広告に遭遇する頻度へのウザさと、標的とさ
れること自体に、嫌悪感を募らせている。つまり「広
告が嫌われる時代」の到来だ。

この「歓迎されないテクノロジーの状況」を、広
告業界の片隅で憂いてきたのが、私の仕事なのだと
思う。憂いながらも「知ってもらう」「買ってもらう」
行為を放棄できない私は、逆説的に「いかに広告しな
いか」あるいは「かろうじて嫌われない広告」のあり
方を模索してきた。正直なところ、そこに最適解はま
だ見出せていない。人々がつながりあい、同時に分断
を深める SNS 上で、企業はいかにコミュニケーショ
ンできるか、その手探りは現在進行形である。

テクノロジーの進化は尊いはずなのだ。つまるとこ
ろ私は、私の仕事が社会から歓迎されるテクノロジー
に接続されることに憧れているのだろう。それは工学
のように。私は、工学がうらやましいのだ。

フォロワー数 80 万を超えるシャープ公式 Twitter
運営者の山本隆博さんに、令和 2 度澪電会講演会・
総会にて「伝わらない時代にどう伝えるか ～『半分、
辞める』コミュニケーション～」という題目で講演
いただきました。
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話　　　題

私が九州工大情報工学部（飯塚キャンパス）から
阪大電気系に赴任したのは 2001 年 4 月でした。阪大
電気系には、20 年間お世話になったことになります。
私は静岡県の高校を卒業後、名古屋、岡崎、ニュー
ヨーク、飯塚と転々と学校、職場が変わっているの
で、人生の中でもっとも長く過ごしたのが阪大電気系
ということになります。最初は本当に戸惑う事ばかり
でしたが、なんとか研究と教育を全うすることができ
ました。私の専門は、神経生理学と電気電子工学の境
界領域に位置するもので、最近では神経工学という
分野として市民権を得てきたのではないかと思いま
す。研究室には動物実験を実施するグループと神経模
倣電子回路を開発するグループが併存し、お互いに刺
激し合って研究を進めていました。このような領域で
あるため、電気系では唯一ネズミを飼育する研究室と
いうことで、学生は面食らったのではないかと思いま
す。それでも毎年、動物実験も興味を持ってくれる果

定年退職に際して

大阪大学
教授

八　木　哲　也

敢な学生が研究室配属を希望してくれ、非常に高度な
動物実験を習得し、医学部顔負けの成果を上げてくれ
ました。研究室スタッフはもとよりですが、こうした
優秀な学生たちの若い力が研究の原動力であったの
は間違いありません。残念ながら博士後期課程まで導
くことができた学生が少なく、得られた成果を十分に
は発信できなかった面もありますが、海外から来た訪
問者は口をそろえて、「これらの研究は、本当に修士
の学生たちがやったことなのか ?!」と驚き、是非、大
阪大学の学生を博士課程にリクルートしたい、との声
が何度もかかりました（私としては複雑な心境でした
が．．．）。写真は、私の還暦パーティをサプライズで
やってくれた時の集合写真です。文字通り北は北海
道、南は沖縄までの職場から集まってくれました。こ
の写真を見るたびに、これだけ多くの優秀な若者たち
が研究室から社会に巣立って活躍していることを再
認識し、感謝感激であるとともに、阪大電気系教員の
責任の重さをひしひしと感じる次第です。今後も、「私
はその責任を果たしたのか」ではなく、「責任を果た
しているのか」と問い続けていくことが、研究室に籍
をおいてくれた卒業生、スタッフの労に報いることで
あると思っています。昨今の評価指標に振り回される
ことなく、何が阪大電気系として社会の発展に寄与す
ることであるか、を常に自問していくことが重要であ
ることを、定年退職のこの機会に自省も込めて若い先
生方へのメッセージとして送りたいと思います。長い
間、ありがとうございました。
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話　　　題

2021 年 4 月に箕面新キャンパスが開校しました。
箕面新キャンパスは、大阪大学の中で唯一、「OU グ
ローバルキャンパス」という明確な使命を帯びた名称
を与えられたキャンパスです。この「OU グローバル
キャンパス」に与えられた使命、および寄せられてい
る期待は、大きく分けて以下の 4 つです。

第 1 に、世界の多様な言語とそれら言語を基底とす
る地域の文化や社会に関する教育研究の集積拠点で
あり、高度なグローバル人材を育成する場となること
が使命です。外国語学部および大学院言語文化研究科
言語社会専攻では、前身の大阪外国語大学の時代から
のモットーである「ことばを究めて世界へ羽ばたく」
を念頭に、専攻語として 25 言語、関連する言語を含
めると 70 言語ほどを教育研究しています。そして、
いわゆる語学や言語の研究だけが教育研究分野なの
ではなく、それらの言語を基底とした外国学、それは
語圏学や地域研究と呼び替えることができますが、そ
のような幅広い学問を教授しています。新キャンパス
においてもこの教育研究を継続させることはもちろ
ん、豊中キャンパス、吹田キャンパスのちょうど中心
に位置することから、外国語学部および言社専攻で開
講する外国語科目約 400 コマを全て全学に開放し、ど
の学部・研究科の学生も受講できるようにします。こ
れにより、多言語・多文化教育の学内ハブとなること
を目指します。

第 2 に、世界に向けて日本語・日本文化を発信する
拠点となることが期待されています。もともと、外国

箕面新キャンパス開校

大阪大学
外国語学部長・教授
竹　村　景　子

語学部の日本語専攻および大学院言語文化研究科の
日本語・日本文化専攻、そして日本語日本文化教育セ
ンターにおいては、日本でも屈指の日本語・日本文化
教育および日本語教師育成、ならびに日本語・日本文
化研究を行ってきました。昨年 12 月に、大阪大学の
日本学の研究者が一堂に会する「グローバル日本学教
育研究拠点」が設置され、Japanese Studies の国際的
なネットワークのハブとなることが目指されていま
すが、箕面キャンパスで活動する日本学研究者も当然
これに参画し、これまで以上に日本語・日本文化の教
育研究に力を入れていくことになります。

第 3 に、外国語・外国学研究等の成果を介して地域
の市民と世界を結ぶ場となることが期待されていま
す。本キャンパスは、大阪大学のモットーである「地
域に生き世界に伸びる」を具現化する場としても発展
できればと考えています。これまでも箕面粟生間谷の
地域の方々とは、夏まつりや語劇祭に多数お越しいた
だいたり、学部が主催・共催する教員あるいは学生主
体の講演会等にもご参加いただいたりして、交流を深
めてきました。本キャンパスにおいても、学部・研究
科の外国語教育および地域研究の成果を市民のみな
さまにご披露し、この場を世界への窓として活用して
いただけるよう、様々な計画を立てています。

そして第 4 に、持続性が高くスマートで機能性に富
んだキャンパスとなることが期待されています。

センシング技術・ICT 技術を用いた最先端の学習
支援環境を整備し、豊かで充実したキャンパスライフ
の核となる「学び」の場を提供することが大きな目的
となっています。ダイキン工業株式会社との包括連携
協定に基づく実証実験や、Society 5.0 実現化研究拠点
支援事業の実証実験も行われます。これらの実証実験
を通じて、キャンパスライフを豊かで充実したものと
するためのさまざまな試みを実施する予定です。

以上、簡単ではありますが箕面新キャンパスの紹介
をさせていただきました。お近くにお越しの際は、是
非お立ち寄り下さい。
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退職された先生からのご寄稿

専門基礎教育において、筆者が、かつて、深い感銘
とともに、大きな影響を受けたことがあります。それ
は、今から 60 年ほど前に遡りますが、元大阪大学総
長の熊谷信昭先生（当時は新進気鋭の助教授）から「電
気磁気学」の講義を聴いたときのことです。講義の最
初に、先生から MIT の教科書に沿って講義を進める
との説明があり、いよいよ講義が始まりました。先生
の講義は、まず、ベクトル解析の基本から始まって、
次に、マクスウェルの電磁理論の体系を、その基本か
ら一歩一歩わかり易く説明されました。筆者は、先生
の講義を聴いて、大変感動し、やる気を頂き、電磁気
学に大変興味を持つようになりました。学部および大
学院在学中には、この MIT の教科書を始めとして、
世界的に名著とされている数々の電磁理論の教科書を
原著で読破しました。この頃に、電磁理論を自らの研
究の主要なテーマとし、自分もこれらの名著の仲間入
りができるような一冊を書き上げることを人生の目標
の一つに定めました。

学部の卒業研究では、先生から、「反射係数が不均
一なレーザー共振器の解析」のテーマを頂きましたが、
大学院に入ってからは、面白そうな研究テーマが見つ
からなかったため、1年後輩の研究室の仲間（大阪大学
名誉教授　藤岡弘先生のことです）と相談して、相対
論的電磁理論のテーマに取り組むことにしました。当
時、相対論といえば一般的には大変難解で、なかなか
日常生活の中で具体的なイメージを描くのが難しそう
でしたので、筆者らは、具体的なモデルを考えて、相
対論的な効果によって実際どのような現象が起こるの
かを調べて見ようと考えました。これはあくまでも知
的好奇心によるものであり、何かの役に立つと考えた

専門基礎教育の役割について

大阪大学
名誉教授

塩　澤　俊　之
（通信・昭和39）

わけではありませんでした。代表的な例としては、運
動する双極子アンテナからの電磁放射、運動する媒質
の境界面による電磁波の反射と透過などがあります。

後になって、筆者の書いた論文の一つが、米国の大
学において、大学院の電磁波の教科書に取り入れられ
ていることを知りました。この論文は、二つの互いに
相対運動を行う媒質の境界面における全反射について
論じたものです（Proc.IEEE 55,7,1967）。この論文につ
いて論じた教科書の一つが、MIT の J. A. Kong 教授
の教科書（Theory of Electromagnetic Waves, Wiley, 
1975）でした。同教授は、筆者とほぼ同じ世代で、大
学院の学生時代には、論文を通じてお互いに名前はよ
く知っておりました。因みに、J. A. Kong教授は、後に、
生まれ故郷中国の浙江大学に 2003 年国際電磁科学院
を設立され、筆者は、2005 年から 2 年間、同学院の特
任教授として招聘されました。

大阪大学を退官する間際の 2004 年の 1 月、ようや
くライフワークとして長年温めて来ました英文著書

『Classical Relativistic Electrodynamics』をドイツの学術
出版社シュプリンガーから出版することができました。
本書は、物理学上級コースのシリーズの 1 冊として書
かれたもので、現代物理学の基礎理論である、マクス
ウェルの電磁理論とアインシュタインの特殊相対性理
論の基本から出発して、一歩一歩着実に議論を積み重
ねることにより、光の速度に近い高速度で走行する電
子と光の相互作用、ならびに、このような超高速度で
走行する電子から、高輝度の光が発生するメカニズム
を体系的に論じています。本書は、内容的にも、英文
の表現についても、で
きる限り分かり易くな
るように努め、何度も
推敲を重ね、精魂込め
て書き上げたものです。
因みに、本書は、大学
院レベルの教科書とし
て、世界の多くの国々
の著名な大学、研究所
の図書館、ならびに広
く公共図書館に収蔵さ
れています。
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母校のニュース

八木哲也教授　最終講義

電気電子情報工学専攻 電子工学部門 生体システム
デバイス領域教授・八木哲也先生は、令和 3 年 3 月
31 日をもって大阪大学を退職されることとなりまし
た。ご退職にあたり、令和 3 年 3 月 5 日（金）16 時より、
大阪大学吹田キャンパス電気系メモリアルホール（E1-
115）にて、最終講義が行われました。コロナ禍の中、
対面での開催も危ぶまれましたが、当日は、電気電子
情報工学専攻長・森伸也 教授をはじめとした、電気
系の先生方、八木研の方々のご尽力により、対面とラ
イブ配信のハイブリッド方式にて、無事開催されまし
た。会場には密にならないような方策が取られており
ましたが、多くの方々が聴講に来られ、また、ライブ
配信でも非常に多くの方が聴講されたと聞いており
ます。電気電子情報工学専攻長・森伸也 教授の司会
のもと、講義に先立って、八木先生のご略歴の紹介が
行われました。
「生体視覚系の情報処理とその工学応用」と題され

た最終講義は、八木先生の生い立ちと、現在の研究に
至る経緯について詳しく述べられました。

まず、八木先生が幼少期を過ごした静岡の風景と、
ご自身がサッカー少年であったことが紹介され、その
後名古屋大学理学部物理学科に入学されたことが述
べられました。名古屋大学時代は、自由闊達に過ごさ
れ、物理の王道ではなく、敢えて生物系の研究室に進
まれたとのことでした。博士前期課程は工学研究科の
生体理論系の研究室に進まれ、博士後期課程から視覚
系に興味を持ち、同大学環境医学研究所の御手洗玄洋
先生に師事しますが、八木先生が在籍中にご退官され
たため、遠隔で指導を受けながら研鑽を積み、その後
生理学研究所の金子章道先生の研究室に非常勤研究
員として在籍することとなりました。その間、以前に
受けた宇宙飛行士の最終試験がヒューストンで行わ
れることが決まり、新聞に掲載されてしまったため、
金子先生にどのように報告しようか冷や冷やされた、
とのエピソードも紹介されました。日本の大学の教育
には「教」はあるが「育」がないことが問題であるが、
大学院から研究員の過程で所属した先生方には「育」

の観点があり、ご自身も育てられた、と述べられてお
りました。

博士の学位を 30 歳で取得され、米国ニューヨー
クにあるロックフェラー大学の Wiesel 研究室にポス
ドクとして在籍されました。Wiesel 先生は、Hubel
先生とともに大脳皮質における視覚情報処理研究で
1981 年にノーベル医学・生理学賞を受賞された、大
変著名な先生であり、多くの日本人ポスドクも同時に
在籍しており、その後も交流が続いているとのお話が
紹介されました。

帰国後、九州工業大学に新設される情報工学部の
立ち上げメンバーとなり、ご苦労なさったことが紹
介されましたが、そこに集まった研究者の影響も受
け、Neuromorphic engineering に興味を持たれ、八
木先生の研究が徐々に生体研究と工学研究の融合領
域にシフトしていったとのことです。脳はわずか 10 
W 程のエネルギーしか消費しておらず、通常のディ
ジタルコンピューターではとてもまねのできない、
高効率かつ高度な情報処理装置であるのです。この
neuromorphic engineering 研究の手始めとして、先
生の元々のご専門である、視覚系の情報の入り口であ
る、網膜を電子回路で実現されました。網膜は整然と
した細胞のネットワーク構造により構成されていま
す。八木先生はこの細胞ネットワーク構造を二層抵抗
回路網により再現する等価回路を考案され、電子回路
に落とし込むことに成功したのです。これを集積回路
化したものを人工網膜と呼びます。

その後、大阪大学に異動し、人工網膜を用いて、生
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体の情報処理に学んだ neuromorphic engineering に
より作成されたデバイスが、如何に高効率かつ多様な
情報処理を実現できるかを実証しました。加えて、医
学系研究科眼科学教室との共同研究により、視覚を
失った方の視覚代行を行うデバイス開発に協力され、
現在では臨床試験も行われるに至っております。こ
のような生体と工学の研究を進めることで、最終的に
は、脳刺激型の人工視覚システムや複数の体内埋植デ
バイスを Body Area Network で結ぶシステムを考案
するに至ったことを紹介され、そして、如何に生体と
工学の両方の視点を持った研究が重要なのかを強調

されておりました。
八木先生は、物理を学び、生体特に視覚系の研究を

行い、その後その工学応用に加え、工学的観点から生
体を理解する研究を進めてこられました。このように
ご自身が医学・生物学と理工学の両者を学び研究して
こられたことで、真の医工連携研究を推進することが
できたのではないかと思います。

最終講義の後、オンライン祝賀会が開催され、八木
研の旧在籍者や卒業生、研究関係者が多数集まり、和
やかな雰囲気で歓談が行われました。
 （小山内 実，林田 祐樹 記）

澪電会と大阪大学工業会について

澪電会事務局へのお問い合わせ事項で目立ちますのは、「終身会員であるのに会費の請求をしてきた」とい
うことです。これは、大阪大学工業会と澪電会とを混同しておられるためと思われますので、工業会と澪電会
との関係について簡単にご説明いたします。

大阪大学工学部（その前身校を含む）には、学部全体の同窓会「大阪大学工業会」と学科または系の同窓会
（例えば電気系学科であれば「澪電会」）があります。従って、澪電会の会員のうちほとんど全ての方は同時に
大阪大学工業会の会員なのです。すなわち、会員構成の面では澪電会は工業会の下部組織といえます。

ところが、工業会と澪電会とは財政的には全く独立しておりまして、それぞれが独自に会費制度を設けてお
ります。従いまして、工業会会費を既にお支払いになった方、あるいは工業会の終身会員の方からも、澪電会
会費（年会費一律 4,000 円）を頂戴しております。また、澪電会では終身会員制は設けず、毎年会費をお納め
いただいております。

会報や名簿の発行などを含め、澪電会の活動は全て会員各位からの会費に依存しております。澪電会の健全
財政のため、今後とも会費納入につきましてよろしくご協力のほどお願い申し上げます。



― 10 ―

新研究室紹介

令和 2 年 5 月 1 日付で、大学院情報科学研究科・情報システム工学専攻・集
積システム診断学講座の教授に着任致しました三浦典之と申します。私は、慶
應義塾大学にて、三次元積層された集積回路チップ間の磁界結合無線通信技術
を研究し、平成 19 年 3 月に博士（工学）の学位を取得しました。その後は、日
本学術振興会・特別研究員（PD）および特任助教として同大学にて、磁界結合
を利用した高性能コンピュータを研究しました。平成 24 年に神戸大学に特命助
教として異動し、平成 28 年からは准教授として、高精度センサと高信頼セキュ
リティ技術に関する研究を行い、平成 30 年からは JST さきがけの研究員（兼任）
として、環境に溶け込む粉末状の小型コンピュータの研究を推進してまいりま
した。この度、大阪大学に異動となり、中前幸治先生から講座を引き継ぎ、令
和 3 年 4 月 1 日からは、講座名を「知的集積システム講座」と変更し、塩見準
准教授と御堂義博助教とともに教員 3 名の体制で、学生たちと新たな社会を支
える次世代コンピュータのカタチを模索していきたいと考えております。この

紙面をお借りしまして、講座名変更の背景と今後の研究室の活動の方向性についてご説明させて頂きたいと思い
ます。

今日の情報科学技術の発展をもたらしたコンピュータの爆発的な性能向上は、ムーアの法則に従う集積回路の
微細化によって牽引されてきました。しかし、近年、微細化は鈍化しはじめており、これまでの単純な回路の高
集積化に依存しないポスト・ムーア技術が求められています。その一つの方向性は、個別の集積回路の単純な演
算処理性能の改善を追求するのではなく、多数の集積回路で構成される集積システム全体で処理される情報の「価
値」を最大化することにあります。例えば、「Society 5.0」は、大量の自律センサ群、ビックデータ解析を行う大
規模計算機群、高信頼かつ高精度なアクチュエータ群で構成される「巨大な集積システム」と見なせます。この
巨大な集積システムの中で、サイバー空間とフィジカル空間を循環する大量のデータから、新たな「価値ある情報」
を見出す技術が強く求められています。このとき、両空間の境界に物理的な実体をもって必ず存在する集積回路
が、自律的に価値ある情報を探索するための「知的な進化」こそ、新たな未来社会のカタチを具現化するために
必須の技術であろうと私は考えています。そこで、（1）価値あるデータを自律・選択的に計測する機能を持った
センサ技術、（2）収集データを高効率かつリアルタイムにその場解析する高性能エッジコンピューティング技術、

（3）危険や外乱を能動的に捉えフィジカル空間へのアクチュエーションを安心・安全に実行するための物理セキュ
リティ・セイフティ技術、そして、これらの知性を有する集積回路機能を合理的に統合した「知的集積システム」が、
爆発的に進化する情報科学技術の適用範囲を延伸し、顕在化する社会問題を解決するための新たな情報科学技術
を創出するに違いないとの考えから、講座名を「知的集積システム講座」と変更することにいたしました。具体
的には、以下の三つの基盤技術を主な対象として、先進的な研究と学生の教育を行っていく所存です。
（1）知的センサ技術
従来の時空間の解像度と計測精度の向上だけではなく、計測データに含まれる情報の価値の量と質を向上させ

る先端計測技術を開発します。人間が五感を通して経験的に得てきた計測データに見出せる情報の価値に関する
知識と、センサに集積した情報処理回路による情報の価値の抽出と自律選択機能を統合した知的センサシステム
の構築を目指します。
（2）新原理エッジコンピューティング技術
フィジカル空間から価値ある情報をリアルタイム抽出するために、フィジカル空間に物理的に親和する極小

エッジコンピュータアーキテクチャや、物理的に限られたリソースの中で、高精度に情報解析を行うためのナノ

情報科学研究科
情報システム工学専攻
知的集積システム講座

教授　三浦　典之
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フォトニクスをはじめとする量子的な物理現象をも応用した新原理の高効率エッジコンピューティング技術の
創出を目指します。
（3）物理セキュリティ・セイフティ技術
価値ある知見に基づく、サイバー空間からフィジカル空間へのアクチュエーションは、誤動作が人命に関わる

クリティカルアプリケーションです。環境の擾乱および意図的な物理攻撃をも含め、フィジカル空間の危険を
能動的に検知し反応することで、高信頼・高精度な物理的フィードバックを担保するセキュリティ・セイフティ
技術の確立を目指します。

以上のような基盤技術を統合した「知的集積システム」により、サイバー空間とフィジカル空間の高度なイン
ターラクションを実現することで、テロ、組織犯罪、核兵器、超高齢化、災害、資源・食料枯渇等の社会問題
を解決する高度な情報システムへの応用展開を指向します。学生には、夢と自分の可能性を過小評価せず、「こ
の世界を救うのは自分だ」とでもいうような気概をもって研究に向き合ってもらえるように指導をしたいと思っ
ています。

最後に、私は大阪大学との関わりはこれからですが、電気系、澪電会、そして全学の今後の益々の発展に寄与
できるように全力を尽くしたいと考えておりますので、会員の皆様には、今後ともご指導ご鞭撻を賜りますよう
お願い申し上げます。

澪電会会費納入のお願い

陽春の候、会員各位には益々ご活躍のこととお慶び申し上げます。日頃より本会の活動にご理解とご支援を
いただき有難うございます。

さて、澪電会のすべての活動は会員の皆様からの会費によって賄われておりますが、近年の社会情勢におい
て本会の財政は非常に厳しい状況にあります。本会の活動を継続し、より活発にするために、なにとぞ令和
3 年度会費（4,000 円）の早期納入（できれば 6 月末日までに）にご協力いただきますようお願いいたします。
特に新しい会員の皆様の納入率が低くなっておりますので、卒業して間もない方々も是非ご協力のほどよろし
くお願いいたします。また、住所等の会員情報の変更がございましたら、Web 名簿システムより速やかに情報
更新をお願いします。

会費の納入方法といたしましては、従来の「銀行口座からの自動振込（ゆうちょ銀行含む）」、「コンビニエ
ンスストアでの支払い（振込用紙の宛先が委託業者 小野高速印刷㈱の「同窓会係」となっております）」に加
え、令和 2 年からは Web 同窓会システムからの「クレジットカードによる支払い」にも対応いたしましたので、
ぜひご利用下さい（詳細は澪電会ホームページの「会費納入方法」をご覧下さい）。また、Web 同窓会システ
ムからは会費納入状況を確認できます。自動振込の銀行口座を変更ご希望の場合は、澪電会事務局までご一報
くだされば、折り返し口座変更手続きに必要な預金口座振替依頼書をご送付いたします。

なお、大学学部卒業時から 53 年を経過した会員（令和 3 年度会費の場合、学部卒業が昭和 43 年以前の会員）
の会費は免除になっておりますので、納入の必要はございません。また、未納の過年度会費はご請求申し上げ
ないことになっております。皆様のご協力をお願いいたします。
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教員紹介

電子工学部門、創製エレクトロニクス材料講座イノベーションマテリアル領域
（旧機能性材料創製領域）に所属しております准教授の今西正幸（いまにしまさ
ゆき）と申します。2016 年に着任以降、ワイドギャップ半導体材料である GaN
結晶の高品質化に取り組んでまいりました。液相での結晶成長法であるナトリウ
ムフラックス法と気相での結晶成長法であるOxide vapor phase epitaxy（OVPE）
法の組み合わせにより高品質バルク GaN 結晶を作製し、GaN 系パワー半導体を
社会に広めることで低炭素化や省エネルギー化に繋げたいと考えています。これ
までの結晶成長で多くの困難に直面しましたが、それらを解決する中で自身もま
た結晶に育てられているという気がします。最近では同部門の片山竜二研究室の
先生方にご協力頂き、当研究室で作製した GaN 結晶上にエピタキシャル成長を
行うなど、専攻内での共同研究も推進したいと考えております。

昨今のコロナ禍で、学生が研究のモチベーションを保つのが難しい状況に置
かれています。不安を抱える学生一人一人に丁寧に向き合い、精神面でもしっ
かりサポートしていきたいと考えています。澪電会のイベントにも積極的に関

わることで少しでも澪電会の発展に貢献したいと考えております。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い
致します。

電子工学部門
創製エレクトロニクス材料講座
イノベーションマテリアル領域

准教授　今西　正幸

2018 年 4 月に電子工学部門協力講座 複合フォトニクス研究領域（山本研究室）
に准教授として着任いたしました藤岡加奈と申します。

学生時代は、奈良女子大学理学部化学科で錯体の反応速度論の研究をしました。
卒業後、大阪大学電気工学科の佐々木孝友先生にご指導いただき、非線形光学結
晶の開発研究に従事しました。当時、大成功をおさめた世界最大の単結晶 KDP
の写真が今も残っており、そこに一緒に写っている自分を振り返りますと、目標
をもって地道に進める材料研究の重要性が再認識されます。

思い起こせば、結晶との出会いはこの時が初めてではなく、小学校５年生の時
だったと思います。夏休みの自由研究として「海水中に存在するものを観察する」
ことを考え、祖母の暮らす海辺の町に赴き、祖母にプレゼントしてもらった学習
用顕微鏡で海水を観察しました。しかし、何も観察できませんでした。小学生だっ
た私には染色などの知識がなく、「数が少ないのかもしれない？ならば濃縮して
みよう」と考え、海水を加熱してみま
した。すると視野の中に正方形のコロ

コロしたものが見えて来ました。これは当然のことで、濃縮によって
塩の結晶が析出したのですが、その時のワクワク感は今も良い思い出
となっております。これが初めての結晶との出会いと研究の面白さを
感じた時だと思います。それ以降、漠然とではありますが、将来は白
衣を着て何か実験する人なりたいと思っていました。幼い頃の希望は
叶い、結晶、セラミックスなどの光学材料の研究に携わるようになり
ました。

電子工学部門
協力講座

複合フォトニクス研究領域

准教授　藤岡　加奈
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現在、レーザー科学研究所で進めている「最先端科学と医療・産業分野の幅広い開拓を可能にする高パルスエ
ネルギー・高繰り返しの革新的なパワーレーザーの開発」プロジェクトに参加し、短パルス化が可能で排熱に優
れたレーザー材料の研究に注力しています。具体的には、アルカリ土類金属フッ化物透光性セラミックスレーザー
材料、広帯域波長変換用の非線形光学結晶などです。また、最近では、これらの研究成果を応用し、高輝度照明
用のコンポジットセラミック蛍光体、高性能セラミックシンチレーターなどを他機関、企業と共同開発していま
す。研究の発展だけではなく、学生に研究の楽しさを伝えるような教育に、微力ながら貢献して行きたいと考え
ております。澪電会会員の皆様におかれましては、今後ともご指導ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

2020 年 4 月に、情報科学研究科マルチメディア工学専攻コンピュータビジョ
ン講座（松下研究室・2021 年 4 月にビジネス情報システム講座から改称）に准
教授として着任いたしました大倉史生と申します。生まれは広島県、育ちは阪大
の地元、大阪府豊中市です。私自身は阪大卒ではありませんが、私のアカデミア
での歩みは阪大（あるいは阪大出身の先生方）と深い関わりがあります。私は大
学時代を立命館大学で過ごし、徐剛先生（基礎工・辻研出身）にお世話になり、
その後奈良先端大の横矢直和先生（基礎工出身・2020 年 3 月まで奈良先端大学
長）のご指導のもと、2014 年 3 月に博士号を取得しました。現職着任前、2015
年 2 月に阪大に赴任し、2020 年までは産業科学研究所の八木康史先生（基礎工・
辻研出身）の研究室に助教として在籍しておりました。

私の研究内容は、常に分野間の境界を彷徨っているように思います。バックグ
ランドとしては、コンピュータビジョン（CV）とコンピュターグラフィックス

（CG）の境界領域を幅広く扱ってきました。学生時代には人工/複合/拡張現実感、
その後、約 1 年の留学中に「写真の風景（季節）変換」に挑戦し、阪大着任後は

CV の農業や健康分野への応用についても取り組んできました。最近は、JST さきがけの情報協働栽培領域（2017
～ 2020 年度）や、JST 創発的研究支援事業（2021 年度～）などに関連して、栽培・育種（品種改良）のための
植物の画像解析、特に画像から植物の形状や構造を推定するタスクに取り組んでいます。画像から植物の構造を
推定することは、栽培の自動化や、育種の評価（どの遺伝子がどのような形質に関連づくかの解析）において重
要な基盤技術です。一方、植物の「細い、薄い、類似した物体が多い、遮蔽が多い」特性は、CV にとって非常
に挑戦的（＝魅力的）であり、研究分野としての可能性を感じます。一方、この分野はまだまだ研究人口が少なく、
なかなかこのおもしろさに気づいてもらえないのが困りどころです。現在、農学・植物科学分野の研究者と協力し、
新たな研究コミュニティの形成も見据え、精力的に活動しています。

電気・通信・情報系の学問や技術は、他分野との共創によってこそ輝くものであると思います。他分野との連
携を見据えつつ新たな学問・産業分野を創出するような取り組みを続けます。今後とも、工学部電気系の伝統に
恥じぬよう、研究・教育に微力ながら貢献させていただく所存です。工学部電気系の皆様、また澪電会会員の皆
様におかれましては、今後ともご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお願い申し上げます。

情報科学研究科
マルチメディア工学専攻
コンピュータビジョン講座

准教授　大倉　史生
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2020 年 7 月 1 日付で情報システム工学コース人間情報工学講座（前田太郎
研究室）の准教授を拝命致しました古川正紘と申します。出身は神奈川県横浜
市で、電気通信大学で学生時代を過ごしました。学生時代は、沸き起こる探究
心を授業や課題にではなく弓道の練習に漫然と注ぎ込んで過ごしました。転機
となったのは現・東京大学の稲見昌彦先生の演習科目を学部 3 年生で受講し
たことでした。遠隔制御が前提のレスキューロボットを演習科目の中で制作
し、模擬的な災害救助環境下で被災者に見立てた人形を発見する効率を競い
合うコンテスト形式の演習授業でした。熱意を惜しみなく注ぎ込んでロボッ
ト制作にあたり、レポートに自身が考えたロボットの設計指針を熱心に書き
記していました。その際の高揚感は、今でも大切にしている探究心の根幹を
成しています。この熱意をすっかり忘れて修士課程では就職活動を行い内定
も頂きましたが、やはりアカデミックの道へ挑戦したいという思いを断ち切

れず博士課程に進学する決意をしました。修士課程からは研究室を変え、再び稲見昌彦先生の元で博士課程を
過ごしました。研究テーマは個人的な原体験を元に、皮膚有毛部の触覚知覚特性の解明をテーマの主軸に研究
を行いました。その成果は、日本バーチャルリアリティ学会の学術奨励賞に採択頂いたことで、個人的な体験
が原点であったとしても研究の意義を生み出すことができるのだと、着想を研究に昇華させる大切さを学びま
した。研究としてまたユーザインタフェースという分野で、世界初の体験を世界で初めて体験するという貴重
な研究文化を肌身で感じる機会に恵まれました。その後は日本学術振興会特別研究員（PD）として、梶本裕
之先生の下でヒトが視覚フィードバックによる姿勢制御系であることに着目し、受動光学素子を用いた歩行誘
導手法を研究しました。当該成果は、国際会議のベストペーパー賞を頂くに至り、大阪大学に 2014 年に着任
以降もこの成果を基盤とし科学技術振興機構さきがけ採択を経て、企業との共同研究案件としても社会実装を
強く志向した方針でも研究を継続しております。この過程で、慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科に
3 年間特任助教として在籍し、テレイグジスタンス（Telexistence、遠隔存在感とも訳される）の研究に提唱
者である舘暲先生ご自身の下で従事できたことは、ヒトの活動領域を時空間を超えて実現しようとするサイバ
ネティクス設計哲学を理解できる貴重な機会となり、現在も前田太郎先生とともに研究を継続しております。
今後とも澪電会の発展のため、研究成果並びに教育を通して貢献して参ります。澪電会会員の皆様におかれまし
ては、何卒ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

情報システム工学コース
人間情報工学講座

准教授　古川　正紘

新型コロナウィルスの感染拡大に伴うイベント開催中止について

新型コロナウィルスの感染拡大に伴い、令和 2 年度ならびに令和 3 年度に予定していました下記のイベント
を開催中止いたしました。
令和 2年度　電気系卒業祝賀・謝恩会
令和 2年度　情報科学研究科卒業祝賀・謝恩会
令和 3年度　電子情報工学科特別講演会澪電会入会歓迎会



― 15 ―

学生の声

村山　大輔（電子情報工学科　電気工学コース　卒業　楠本賞受賞・工学賞受賞）
私は、現在、物質を高圧高密度状態にすることによって発現する新構造や新現象の研究を行っています。今年 2021

年の春、卒業論文が終わって無事卒業することになりました。
さて、今回はこのような機会をいただけたということで、私事ではございますが、学部生の思い出を綴っていきます。

私が、大阪大学の電気系の学部に進んだのは、「電気」や「電子」がこの先不要になることはない学問分野であるため、
就職に有利であるということを聞いていました。このことが理由で進学したため、電気系の学問自体に特に興味はなく、
学部 2 年生まで趣味の旅行やアニメに勤しんでおりました。ただ、すべての講義に興味を持てなかったわけではなく、
専門科目の一つである「物性論Ⅰ・Ⅱ」という講義が唯一面白いと感じて、試験勉強の大半をその物性論に費やしまし
た。試験範囲に限らず、図書館に行ってその分野の分厚い専門書を借りて独学で勉強していました。物性というのは平
たく言えば物質の性質という意味があり、このように、物質に関する研究がしてみたいと考えながら 3 年生の研究室ガ
イダンスが始まりました。そのガイダンスでは、レーザーを用いて物質を高圧状態にすることによって出現する新物質
や新現象を探索するという研究室がありました。ダイヤモンドを超高圧状態にするとダイヤモンドよりも固い物質がで
きるという話に惹かれました。そこで、私はその研究に従事したいと考え、学部 3 年の後期に電気工学コース・兒玉研
究室で研究室に早期配属させて頂くことになりました。

とはいうものの、自分が最先端の研究ができるのか不安を感じていました。なぜなら、その研究分野の英語の論文を
読んでも専門の単語が全く理解できなかったからです。先輩や先生方の助けもあって少しずつ英語論文を解読していく
うち、研究内容についての理解が進みました。また、年に数回、SACLA を呼ばれる大型放射光施設に行って数週間実
験を行いました。これまでに見たこともない大きな実験施設に入ったり、その中で精密な実験機器を扱ったりとすべて
が初めてのことばかりで非常に貴重な体験をさせていただきました。

実際に私は、卒論研究の内容では第一原理分子動力学法と呼ばれる大変信頼性の高い計算手法を利用して、超高圧状
態にしたときのメタン分子の壊れていく様子や、炭素原子の重合反応を確かめていきました。このように、超高圧状態
にあるメタンの状態が分かれば内部に多くのメタンを含む氷惑星の内部構造を理解する手掛かりになります。

最後になりますが、この 4 年間で数えきれないほどたくさんの人と出会いました。その中で、気の合う友人が来たこ
とがうれしく思います。また、研究生活でお世話になった先生方や家族など、これまでかかわったすべての方々に感謝
申し上げます。

大迫　勇太郎（電子情報工学科　通信工学コース　卒業　工学賞受賞）
私は近年高度化している音声や映像などのメディア表現のクローンに対する攻撃とその防御に興味を持ったのをきっ

かけに馬場口研究室への配属を決めました。配属当初は新型コロナウイルスの影響で生活が大きく変容した頃で、特に
研究生活を送る上では緊急事態宣言中の研究室への入室制限や慣れないリモート環境への移行に苦労しました。本格的
に研究が始まる前は大学院入試に向けて勉強していましたが、当時は外出自粛のムードが強く、先行きが見えないとい
う情勢で、自室でひたすら勉強する日々は不安の日々でもありました。同じ研究室の同期や友人たちの中で他の研究科
に進学するのが私だけという孤独感もありましたが、共通する科目だけでも、と友人に誘われて数人で議論しながら勉
強できたことがとても励みになりました。

大学院入試を終えた後は早速卒業研究が始まり、研究テーマは深層学習を用いた映像内の改ざん領域検出というもの
でしたが、初めて触れる領域であったため専門用語も方針も何もわからない状態でのスタートでした。しかし輪講や報
告会などでの指導教員を始めとした先生方や研究室の先輩方のアドバイスや、研究室の同期・友人たちに多くの場面で
助けられ、苦労しながらも半年をかけて成果をあげることができました。3 月には学会に参加し初めての対外発表を行
いました。オンライン形式ではあったものの、興味深い研究を多く知る良い機会となり、また自分の研究に対するフィー
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ドバックを数多くいただき、更なる改善点を見つけることができました。この学会発表で優秀学生発表賞として表彰も
していただき、非常に有意義な経験となりました。さらにこの度、学部における成績を評価していただき、工学賞もい
ただくことができました。入学当初を振り返ると周囲の学生のレベルの高さに自信を失うことが多かったのを覚えてい
ますが、研究及び大学の締め括りとしてこれらの賞をいただいたことで、自分の中で大きな自信に繋がりました。

この 1 年で数々の貴重な経験ができたことは、周囲の方のご支援あってのことだと実感しております。皆様に心から
感謝申し上げます。4 月からは情報科学研究科へ進学し、これまでとは異なる領域を研究することになるのですが、こ
れまで培った知識や経験を修士課程でも活かして研究を続けていきたいと考えています。

石井　智仁（電子情報工学科　電子工学コース　卒業　工学賞受賞）
私は現在電子情報工学科の電子顕微鏡理論研究分野に在籍しており、世界最高加速電圧 300 万ボルトを誇る超高圧電

子顕微鏡を用いて、ミクロな材料の立体形状や内部構造を評価する 3 次元観察手法を開発する研究を行っています。物
質の微細構造観察の手段としての電子顕微鏡は、電子工学だけでなく、材料科学、医学、化学、生物学、地質学などの
様々な分野に跨って活躍しており、研究を進めるにしたがって想像以上に奥深いものであることを実感しています。こ
の研究室を選んだきっかけは、原子とは何かという素朴な疑問に端を発し、日常生活とは異なる目に見えない小さな世
界では何が起きているのかということに関心を持ったことです。卒業研究の指導教員の先生に限らず、超高圧電子顕微
鏡センターの他の先生やスタッフの皆様方にも熱心に指導していただき、明るい雰囲気の中で有意義な大学生活を送っ
ています。

大学に入学してからは電子工学の基礎となる数学や物理の理解を進める一方、幅広い一般教養も学ぶことで専門にと
らわれない知識を深めることができました。現在卒業研究に取り組む過程では、これまで学んできた多くの知識を土台
として活用しつつ、新しい物事に挑戦することの重要性を感じています。研究室に配属された直後には右も左も分から
ない状態でしたが、研究を遂行するための議論の進め方や多角的な視点に立った考察、物事を適切に伝えるプレゼンテー
ションの大切さなどを学ぶことによって、思考の幅の広がりを実感しており、日々学びながら研究を進めることができ
ています。

学業の傍ら私の大学生活での楽しみは、サークル活動の陶芸でした。自分のイメージ通りに作品を制作するため、友
人とともに試行錯誤を繰り返して創り上げる喜びを感じることができ、強く記憶に残る思い出となりました。また大学
祭では自分の作品を購入していただいた方から感想を送って頂き、大変嬉しかったこととともに制作の励みになったこ
とを覚えています。自分の感性を 1 つのデザインに落とし込んで、苦労しながら形にしていく楽しさや喜びは、今後大
学院で研究を進める上でも大切にしていきたいと考えています。

新年度からの大学院生活でも、多くの方々とのつながりを大切にしながら自己研鑽を積み重ね、より一層精進してま
いります。最後にこの場を借りて、ご指導・ご鞭撻頂いた多くの先生方や研究室の皆様、学生生活を共にした友人と家
族に感謝申し上げます。

泉渕　礼於（電子情報工学科　情報システム工学コース　卒業　工学賞受賞）
私はマルチメディア工学専攻の松下研究室に在籍し、この 4 月から博士前期課程に進学します。4 年間の学生生活を

振り返ると、研究室での生活とサークル活動が印象深いです。
もちろん学部の講義も非常に楽しかったのですが、興味があったコンピュータビジョンの講義がないことだけが気が

かりでした。そんな思いの中、三回生のときにコンピュータビジョンに関する研究を行っている松下研究室に早期配属
させて頂けることになり、先生や先輩方のご指導の下、複数の異なる光源下で撮影された画像から三次元復元を行う照
度差ステレオのための実験デバイス製作やデプス推定手法の実装などを通して、コンピュータビジョンの基礎や研究の
動向について楽しく学べました。4 回生でいきなり本配属されたら研究についていけてなかったと思うので早期配属制
度は本当にありがたいです、卒業研究では、SLAM というロボットのナビゲーションなどに用いられる自己位置推定
と環境地図作成を同時に行う技術について、既存手法が苦手とするガラスが多く含まれる環境でのパフォーマンス改善
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をテーマにしました。手法の開発には苦労しましたが、楽しく研究を行うことができた上に自分にとって満足な成果を
得ることもできました。有意義な研究室生活を送れたのは、先生や先輩方のご指導と同級生の支えのおかげです。博士
前期でもまたお世話になりますが、引続きよろしくお願い致します。

また、研究室に所属するまではサークル活動に勤しんでいました。入学後すぐに電子工作やプログラミングを経験し
たいと思い、ロボット製作団体 Robohan というサークルに入部しました。当時全くの初心者だったのですが先輩方に
基礎から教えて頂いたこともあり、楽しく活動を続けることができました。本サークルは NHK 学生ロボコン優勝を主
目標としており、毎年チームで大会用のロボットを開発します。私はソフトウェアを担当しており、ロボットの自動化
に関する技術の開発に挑戦していました。ここで SLAM や画像認識といった技術に触れたことがコンピュータビジョ
ンに興味を持ったきっかけです。そして、私が出場した 2019 年度の大会では、優勝には程遠かったですが試合の様子
をテレビ放映して頂けました。このような貴重な経験ができたことはとても嬉しいです、活動を共にしたメンバーや学
生チャレンジプロジェクトなどを通して支援してくださった創造工学センターやオープンイノベーション教育研究セン
ターの方々を始めとした大学職員の皆様にこの場をお借りして感謝申し上げます。

Dini Pratiwi（電気電子情報工学専攻　エラスムス・ムンドゥスコース（PIXNET）・M1）
Photonic Integrated Circuits, Sensors and Networks (PIXNET) is Erasmus Mundus Joint Master Degree (EMJMD) 

programme to provide training in optical network, micro-opto-electronics, simulation and design of photonic integrated 
circuit by four partner universities: Scuola Superiore Sant’Anna (Italy), Aston University (UK), Osaka University 
(Japan) and Eindhoven University of Technology (Netherlands). I received PIXNET EMJMD scholarship to study at 
Aston University, Osaka University and Scuola Superiore Sant’Anna. This programme provides me with valuable 
knowledge and skills in optical communication, photonic and optics. I spent six months at Osaka University in the 
second year of my study after my first year at Aston University. It has been a great opportunity for me to study 
at several different universities which are very prestigious in optics, photonics and optical communication. Osaka 
University is one of the top rank universities in Asia. During my study at Osaka University, as a part of Maruta 
Laboratory (Photonic Network Engineering) team members, I developed my skills in optical communication while I 
was doing a project in nonlinear optical waveguide. It was a wonderful experience for me to study in Japan. Japan is 
a country with beautiful nature and unique culture, such as cherry blossoms in spring season, Japanese natural hot 
spring (onsen), shrines, temples and many festivals. Public transportation in Japan is very efficient and convenient 
for traveling around Japan. PIXNET EMJMD programme offers me the opportunity not only to study engineering, 
but also to learn new languages, new different cultures and new perspective from several different countries. This 
programme enables me to have international experience through meeting new people and making new friends from 
many different countries, studying at several universities, and improving language skills. It is a great privilege for me 
to be a part of PIXNET EMJMD programme. 
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会員の方々のご活躍

叙勲・褒章・大臣表彰

井澤靖和先生
瑞宝中綬章

受賞（学会賞・学会フェロー称号等）

森勇介先生
米国泌尿器科学会 (AUA)2020　Best Poster Award

森勇介先生、吉村政志先生、今西 正幸先生
応用物理学会優秀論文賞

宮地充子先生
The 21st World Conference on Information Security 
Applications）Best Paper Gold

牛尾　知雄先生
日本気象学会 2020 年度堀内賞

原　隆浩先生
情報処理学会論文誌 特選論文

前川卓也先生
情報処理学会マルチメディア、分散、協調とモバイ

ルシンポジウム、優秀論文賞
情報処理学会 ユビキタスコンピューティングシス
テム研究会、国際会議発表奨励賞

鬼塚　真先生
The 4th cross-disciplinary Workshop on Computing 
Systems, Infrastructures, and Programming (xSIG), 
Outstanding Research Award
データベース学会　論文賞

荒瀬由紀先生
令和２年度大阪大学賞（若手教員部門）

大倉　史生 先生
MIRU 論文評価功労賞

坂和洋一先生
米国物理学会 「プラズマ物理エクセレンス賞（John 
Dawson Award）」

山本和久先生
レーザー学会オリジナル論文賞

時田茂樹先生
レーザー学会進歩賞

Web 名簿システム運用に伴い、クラス委員名簿の迅速な更新が可能となりますので、今号の会報「澪電」よ
りクラス委員の掲載を取り止めます。最新版の掲載については、Web 名簿システムを通じてご案内予定です。
これにより、亡くなられたクラス委員のご遺族の方にご迷惑をかけることを防ぎたいと考えます。

また、Web 名簿システムでは、卒業者・修了者が閲覧可と設定した勤務先をご覧になれます。これに伴い、
毎年掲載しておりました電気系卒業者・修了者就職先リストも今号より掲載を取り止めました。就職された卒
業者・修了者には、ぜひ配属決定した最新の勤務先情報をご登録下さい。

澪電会 Web 名簿システム　　https://wd-system.jp/reidenkai/
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教室情報

令和3年度電気電子情報通信工学専攻役割分担
大学院専攻
電気電子情報通信工学専攻長 滝根　哲哉　教授
電気工学部門長 高井　重昌　教授
情報通信工学部門長 丸田　章博　教授
電子工学部門長 森　　勇介　教授
電気工学コース長 上田　良夫　教授
情報通信工学コース長 三瓶　政一　教授
電子工学コース長 森　　伸也　教授
イノベーションデザインコース長 森　　勇介　教授
グローバルサイエンス & テクノロジーコース長 丸田　章博　教授

電子情報工学科
電子情報工学科長 渡辺　　尚　教授
電気電子工学科目長 廣瀬　哲也　教授
電気工学コース長 蔵満　康浩　教授
電子工学コース長 廣瀬　哲也　教授
情報通信工学科目長 鬼塚　　真　教授
通信工学コース長 三瓶　政一　教授
情報システム工学コース長 鬼塚　　真　教授

就職担当
電気系就職担当代表窓口 兒玉　了祐　教授
電気電子情報工学専攻
電気工学コース 児玉　了祐　教授
情報通信工学コース 宮地　充子　教授
電子工学コース 片山　光浩　教授
電子情報工学科
電気工学コース 兒玉　了祐　教授
通信工学コース 宮地　充子　教授
電子工学コース 片山　光浩　教授
情報システム工学コース 前田　太郎　教授

電気系人事（令和 2年 4月 2日～令和 3年 4月 1日）
宇佐美茂佳 助　教 令和 2 年 07 月 01 日 着　任
古川　正紘 准教授 令和 2 年 08 月 01 日 昇　任
末松　尚史 助　教 令和 2 年 08 月 31 日 退　職
 （京都産業大学へ）
今西　正幸 准教授 令和 2 年 10 月 01 日 昇　任
田中　　一 助　教 令和 2 年 10 月 01 日 着　任
林　　直樹 助　教 令和 2 年 10 月 01 日 異　動
 （大阪大学大学院基礎工学研究科へ）
劉　　　佳 助　教 令和 2 年 11 月 30 日 退　職
 （西安交通大学へ） 
八木　哲也 教　授 令和 3 年 03 月 31 日 退　職
杉原　英治 准教授 令和 3 年 03 月 31 日 退　職
 （関西学院大学へ）

長谷川繁彦 准教授 令和 3 年 03 月 31 日 退　職
山崎　　順 教　授 令和 3 年 04 月 01 日 昇　任
塩見　　準 准教授 令和 3 年 04 月 01 日 着　任
井渕　貴章 講　師 令和 3 年 04 月 01 日 昇　任
橋本　和宗 助　教 令和 3 年 04 月 01 日 着　任
阿部　勇輝 助　教 令和 3 年 04 月 01 日 着　任
山藤　浩明 助　教 令和 3 年 04 月 01 日 着　任

母校の教壇に立つ本会会員（令和 2年度）
・産業社会と工学倫理
 小島　康弘（電気・昭 63）
 三菱電機株式会社 電力システム製作所
 電力 ICT 技術部 ICT 企画課 課長
 木村　秀夫（電気・昭 62）
 西日本旅客鉄道株式会社 鉄道本部 電気部
 電気技術室長
 松岡　秀浩（通信・平 6）
 株式会社東芝 技術・生産統括部 技術企画室 参事
 木村　浩三（情報・平 10 博）
 パナソニック株式会社 アプライアンス社
 技術本部 総括担当主幹

・電気工学特別講義
 蓑毛正一郎（電子・昭 60）
 株式会社 ダイヘン 取締役 常務執行役員
 技術開発本部長

・情報通信工学特別講義
 安部田貞行（通信・平 5）
 株式会社 NTT ドコモ 無線アクセス開発部
 担当部長
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澪電会　賛助会員（サポート企業）募集について

陽春の候、会員の皆様方には益々のご活躍のこととお慶び申し上げます。平素は本会の活動にご理解とご支援
を賜りまして、厚くお礼を申し上げます。

さて、澪電会は会員の親睦を図り、学術の発展および科学技術に関する知識の啓発に寄与することを目的とし、
適宜必要な事業活動を行ってきております。澪電会は明治 45 年から大正 2 年頃に結成されて（第 1 回会報　山
口次郎「澪電会小史」より）以来、今や約 1 万名の会員を擁する大きな組織となり、会報発行、卒業祝賀謝恩会、
見学会、新入生歓迎会、講演会そして支部活動と活発に活動しております。しかし、残念ながら運営の基盤とな
る会費納入不振のため、財政が極めて厳しい状況になっております。このような状況のもと、澪電会では、会の
趣旨に賛同し、その運営を援助することを目的とする賛助会員（会費年額 50,000 円／一口以上）を企業の方を対
象に募集しています。なお、下記の特典に記した通り、ご賛同の企業さまには、賛助会員企業（サポート企業）
であることを澪電会会員に活動を通じて周知いたします（本会から発信する会報等には、サポート企業名と URL
等を掲載）。また卒業生と在校生の交流会等のイベントにも、優先してご参加のお声掛けをいたします。

大変恐縮ではございますが、どうぞこの主旨をご賢察の上、澪電会にご関係いただく企業の皆様におかれまし
ては、この機会に是非とも澪電会賛助会員にご加入頂けますよう、ご検討の程、よろしくお願い申し上げます。

【会費】　一口 50,000 円／一口以上
※一年間は 4 月から翌年 3 月です。
ご入会年は無料で下記の特典が受けられます。

【賛助会員企業の特典】
（1）　会員名簿（Web 名簿システム）における賛助会員としての企業名の記載
（2）　卒業生と在校生の交流会にて企業紹介
（3）　卒業祝賀謝恩会受付、総会受付、卒業生講演会会場にて企業名を掲示
（4）　電子版会報 REIDEN における広告掲載（年 1 回の発行）
ご賛同していただける場合には、下記の澪電会事務局までお知らせください。

reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp

申込用紙を電子メールにてご送付させていただきます。

現在、以下に示します企業の皆様から、ご支援をいただいています。

JFE スチール株式会社　　　https://www.jfe-steel.co.jp/

株式会社ダイヘン　　　　https://www.daihen.co.jp/

株式会社デンソー　　　https://www.denso.com/jp/ja/

日本製鉄株式会社　　　https://www.nipponsteel.com/

富士通株式会社　　　https://www.fujitsu.com/jp/

KDDI 株式会社　　　https://www.kddi.com/

東京エレクトロン株式会社　　　https://www.tel.co.jp/
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澪電会役員

阪大・工・電電情・気：大阪大学　大学院工学研究科　電気電子情報工学専攻　電気工学部門
阪大・工・電電情・通： 〃 〃 〃 情報通信工学部門
阪大・工・電電情・子： 〃 〃 〃 電子工学部門
阪大・情報科学研究科： 〃 大学院情報科学研究科
阪大・レーザー　　　： 〃 レーザー科学研究所

情報提供のお願い
会員の受賞の情報、同窓会の開催記事などがございましたら、併せて事務局（reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp）
までお知らせください。出来る限り、本会誌に掲載させていただきます。

会　長
山田　隆持（通 46） ㈱ NTT ドコモ

副会長
厚海　俊明（子 48） 厚海技術士事務所
北山　研一（通 49） 光産業創成大学院大学
仁木　秀明（気 51） 福井大学
白神　宏之（気 54） 阪大・レーザー
三谷　康範（気 56） 九州工業大学
高見　佳宏（気 59） 中国計器工業㈱
綿森　道夫（子 60） 高知工科大学
平田　晃正（通 平 8） 名古屋工業大学

幹　事
渡辺　　尚（通 57） 阪大・情報科学研究科
森山　隆志（子 61） ㈱日立ソリューションズ・

テクノロジー
古川　　誠（通 63） ㈱ドコモ CS 関西
西口　芳明（気 平元） 三菱電機㈱
森　　勇介（気 平元） 阪大・工・電電情・子
松岡　俊匡（子 平元） 阪大・工・電電情・子
武仲　正彦（気 平 2） ㈱富士通研究所

鶴田　義範（気平 3） ㈱ダイヘン
舟木　　剛（気 平 3） 阪大・工・電電情・気
清武祥二郎（通 平 4） 住友電気工業㈱
宮本　俊幸（子 平 4） 阪大・工・電電情・気
渡辺　健司（子 平 4） シャープ㈱
田川　健二（情 平 5） パナソニック㈱
江渕　　誠（通 平 6） 関西電力㈱
福井宗一郎（気 平 6） 住友電気工業㈱
銭谷　孝平（通 平 8 近鉄情報システム㈱
吉田　貴之（通 平 8） 関西電力送配電㈱
菅原　弘人（通 平 9） 日本電気㈱
久保　成毅（子 平 10） 西日本電信電話㈱
戸田　太郎（情 平 11） 西日本旅客鉄道㈱
赤松　慶治（気 平 14 修） パナソニック㈱
浪岡　保男（情 平 14 博） ㈱東芝
三科　　健（通 平 17） 阪大・工・電電情・通
片山　竜二（教員） 阪大・工・電電情・子
猿渡　俊介（教員） 阪大・情報科学研究科

監　査
丸田　章博（通 63） 阪大・工・電電情・通
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澪電会だより －本部・支部活動報告－

令和2年度  澪電会  総会・講演会

令和 2 年 12 月 4 日（金）大阪大学中之島センター佐
治敬三メモリアルホールにて、令和 2 度澪電会講演会・
総会が開催されました。新型コロナウィルス感染症の影
響を受けて，今年度は Cisco WebexTM によるオンライ
ン同時開催となり，澪電会始まって以来の対面・オンラ
インのハイブリッド形式で総会が開催されました。対面
7 名、オンライン 60 名、計 67 名の参加を得て開催され
ました。

講演会に先立って午後 5 時から令和 2 年度澪電会総会
が行われました。渡辺前会計幹事（通信・昭 57）の司
会のもと、はじめに、山田隆持会長（通信・昭 46）か
ら挨拶が行われました。続いて、森勇介総務幹事（電
気・平元）の代わりに松岡俊匡総務幹事補佐（電子・平
元）から令和元年度事業報告が、片山竜二会計幹事（教
員）から令和元年年度会計収支の報告がそれぞれ行わ
れ、承認されました。次に、新会長の選出にあたり、白
神宏之副会長（電気・昭 54）から山田隆持会長の再任
が提案され、承認されました。続いて杉原英治前幹事（教
員）の代理として杉原英治前幹事（電子・平元）から令
和 2 年度事業計画案が、また、片山竜二会計幹事から令
和 2 年度予算案の説明がそれぞれ行われ、拍手をもって
承認されました。新任役員代表の吉田貴之幹事（通信・
平 13）就任挨拶の後、山田会長から、「若手会員向けの
新たな取り組みなどを推進し、澪電会をさらに活性化す
る」との会長再任の言葉を述べられました。最後に、馬
場口登工学研究科長（通信・昭 54）より、令和 3 年度
からの工学研究科長再任の報告と大学の近況報告が行わ
れました。

総会に引き続き、令和 2 年度澪電会講演会が吉田貴之
幹事の司会で開催されました。昨年度に引き続き、今年
度も学内教員に拘らずに講演者を選定するとの方針とし
て、シャープ株式会社経山本隆博氏により、「伝わらな
い時代にどう伝えるか　～『半分、辞める』コミュニケー
ション～」と題する講演が行われました。山本氏は、フォ
ロワー数が 82 万人を超えるシャープ公式 Twitter の中
の人「シャープさん」としてご活躍されており、その活
動について講演されました。 講演後、会場からは、「公

式 Twitter でつぶやいた内容について、社内からクレー
ムが上がる、後からツイート削除を要請される、という
ことはないか？」など、活発な質疑応答が行われました。 
今年度は残念ながら懇親会は中止となりましたが、初め
ての対面・オンラインのハイブリッド開催にも関わらず
多くの会員にご参加いただき、盛会裡に終わりました。
 （三科健（通信・平 17）記）

令和 2年度
電気系卒業祝賀・謝恩会に代わる対応

令和 2 年度電気系卒業祝賀・謝恩会は、新型コロナウ
イルスの感染状況や大学の対応方針に基づき、昨年度と
同様に中止することと致しました。これに変わる対応と
して、卒業生に向けた会長からのメッセージと、卒業記
念品として以下の写真の澪電会名入りボールペンを製作
し、各卒業生・修了生に配布しました。会長からのメッ
セージでは、コロナ禍において、4 月から社会に出られ
る卒業生の方々は、これまで以上に人との関わりを広げ
ていかなければならないことを強調され、山田会長ご自
身の経験からも、澪電会を通じた人と人との繋がりが仕
事を進めていくうえで大変重要であったことを述べられ
ました。また、澪電会の様々な活動を紹介され、卒業生
にも積極的に参加していただくことを呼びかけられまし
た。卒業記念品のボールペンは、通常のボールペン（赤
色、黒色）とシャープペンシルの機能を切り替えて使用
する多機能型となっており、インクが無くなれば替え芯
も可能であるため、卒業生に長く使用してもらうことを
期待して選定しました。
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なお、上記の卒業記念品等と併せて、今年度より新た
に開始したWeb名簿システムのログイン IDやパスワー
ドの配布を行いました。卒業記念品や ID カードを配布
するにあたり、ご協力いただきました電気系教職員の皆
さまに心より感謝申し上げます。
 （杉原英治（元教員）記）

令和 2年度  卒業生と在校生の交流会

澪電会では、同窓会としての特徴を最大限に活かすべ
く、若い世代の同窓生と現役学生の交流を目的として、
例年、「卒業生と在校生の交流会」を実施しております。
本企画の趣旨は、来年度末に社会人となる本学電子情報
工学科学部 3 年生、および修士 1 年生を対象に、企業に
勤めている方々を迎え、「就職活動の経験談」や「企業
人になるための心構え」などについて気楽に話し合える
場を提供することです。

新型コロナウィルス感染症対策のため、令和元年度は
開催中止としましたが、令和 2 年度は令和 3 年 3 月 23
日（火）にオンラインで開催いたしました。主に本会役
員の所属企業、賛助会員企業等にご協力をお願いした結
果、18 社にご参加頂くことができました。また、現役学
生は 16 名程度の参加者を得ました。13：30 から各社の
企業別セッションを 30 分間程度の計 5 回開催し、各企
業の情報の他、「就職活動の経験談」や「社会人として
の心得」などについて、同窓生ならではの視点から学生
に情報提供を行って頂きました。今回、開催時期が遅かっ
たこともあり、就職先の検討だけでなく、採用面接対策
について相談している学生もありました。

最後に、年度末のたいへんお忙しい時期に学生たちのた
めにご協力頂いた同窓生の皆様に厚く御礼申し上げます。
 （松岡俊匡（電子・平元）記）

令和 2年度  澪電会東京支部総会報告

2020 年の澪電会東京支部総会（2019 年度総会）は、
今回の幹事会社である OKI 及び東芝が担当して、当初、
例年のように 2020 年 4 月開催の予定で進めていたとこ
ろ、新型コロナウイルス（COVID-19）の影響により、
一旦開催を 7 月へ延期した。しかし、感染リスクがある
状況は依然として収束せずに続いていたため、この状況

を乗り越えるべく、澪電会東京支部幹事会社 (10 社 ) を
はじめ、澪電会本部とも相談し、新しい試みとして東京
支部総会を 7 月 17 日（金）18:00 から 20:30 までの時間
でオンライン開催した。

今回の講演会では、東野輝夫先生（大阪大学大学院情
報学研究科教授）から、開催は 2021 年に延期されたが、
東京オリンピック・パラリンピックにちなんで、大阪大
学が進めている「サイバースポーツコンプレックス構想」
について講演いただき、サッカーやアスリートのスポー
ツ指導、スポーツ外傷や熱中症の予防、乳幼児の見守り
など、スポーツから医療まで IoT 技術の研究事例を幅広
く紹介いただいた。これには約 100 名の聴講参加者にオ
ンライン参加いただいた 。

続いて開催したオンライン総会・懇親会では、約 80
名にご参加いただき、厚海澪電会東京支部長からご挨拶
を、続いて澪電会副会長の白神先生からご祝辞をいただ
いた。また、森先生から大阪大学の近況や起業人材を育
てるイノベーションデザイン実践講座などのご紹介をい
ただいた（山田澪電会会長はご欠席。またご欠席された
池田大阪大学工業会東京支部長からの全学部「大阪大学
の集い」の会のご伝言を紹介）。その後、参加者のご歓
談時間に入って、オンライン会場の中の各“テーブル” 
へ自由に移動して集っていただき、ご懇談いただけた。

最後は今回の幹事会社である沖電気工業及び東芝、並
びに次回幹事の NTT、住友電気工業の代表者から挨拶
し、万歳三唱で締め、無事オンライン開催を完了した。

今回のオンライン開催は、場所と時間の自由度が大き
く参加しやすかったため、初めて参加したという人もお
られ、参加予定者は約 145 名と増えた一方で、実際の参
加者総数は従来よりもやや少ない約 100 名、総会・懇親
会は約 80 名で始まり歓談では約 60 名程度での進行と
なった。いずれにせよ今後の開催方式の一つの選択肢と
してのテストケースとなる。

2020 年オンライン澪電会東京支部総会の開催にご協力
を賜った大阪大学及び澪電会の関係者各位、並びにご登
壇者及びご参加いただいた皆さまへ深く感謝したします
 （奥村啓之（通信・昭 62）記）

令和 2年度  澪電会北陸支部総会報告

澪電会北陸支部では、今年度はコロナ禍の影響によ
り、総会、見学会ともに開催を見送りました。これまで
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の記録を見る限りでは、総会が非開催となったのは、平
成二年度の設立総会まで振り返ってみても、初めてのよ
うに思われます。当時の記録を見ると、平成 2 年 5 月 12
日に北陸支部設立総会が金沢で開催され、零電会の 3 番
目の支部が誕生しました。設立総会の支部会員出席者数
は 33 名であり、当時の支部会員数 60 名の半数以上を占
め、大成功であったと記録されております。一方で、設
立以降三十年以上の月日が経過しましたが、至近年の出
席者数は十数名程度で継続しており、幅広い年代の会員
の方々に、出席をお願いする次第です。

最後に、早くコロナ禍が収束しまして、来年度は無事、
総会、見学会ともに開催できる環境が整い、会員の皆さま
と懇親が深められるように、心よりお祈り申し上げます。
 （川口直樹（電気・平 9）記）

令和 2年度  澪電会四国支部総会報告

四国支部では、2019 年度まで四国各地で設備見学会
および総会を 14 年連続で開催しておりました。しかし、
新型コロナウイルス感染拡大および皆様の健康と安全を
第一に考慮して、2020 年度は四国支部の定期総会を中止
とし、2019 年度の活動および会計を書面にて報告させて
いただきました。これまでの過去 5 年間の開催場所およ
び見学先は、2019 年（愛媛県）ビール工場見学、2018
年（香川県）うどん作り体験、2017 年（徳島県）阿南変
換所見学、2016 年（香川県）四国総合研究所見学、2015
年（高知県）高知工科大学見学、と訪問先の大学および
企業のご協力により、四国 4 県でまんべんなく開催でき
ております。

四国には、全国に誇れるお祭りや行事が 4 県にそれぞ
れありますが、2020 年は支部総会と同様に新型コロナウ
イルスの影響により、軒並み中止せざるを得ない状況と
なりました。以下では、四国の有名なお祭りや行事を紹
介させていただきます。

まずは、例年 8 月の時期に開催される、高知県のよさ
こい祭りと徳島県の阿波おどりについて。よさこい祭り
は、毎年 8 月 9 日から 12 日までの 4 日間、「鳴子」を持っ
た踊り子たちがよさこい節に合わせて市内各地の競演場
や演舞場や繁華街を踊り歩く情熱的なお祭りです。特徴
的なのはその衣装であり、伝統的な法被・着物から、現
代的なコスチュームまで、バラエティに富んでいます。
また、伝統的な正調よさこい鳴子踊りのみならず、さま

ざまな楽曲と振り付けが披露され、各チームの特色が見
られる、楽しくも感動的な祭りです。よさこい祭りの後
に開催されるのは、毎年 8 月 12 日から 15 日の 4 日間で
開催される、阿波おどりです。阿波おどりは 400 年を超
える歴史を持つといわれる、徳島が世界に誇る伝統芸能
です。今では町おこしの一環として高円寺や南越谷など
全国各地で阿波おどりが開催されていますが、本場徳島
市では国内外から 100 万人を超える観光客が訪れるな
ど、日本有数のイベントとなっています。阿波おどりを
踊る団体・グループのことを「連」といい、地域住民な
どで構成された一般連や阿波踊り振興協会などの団体に
加盟する有名連、学生で構成される学生連、企業で結成
した企業連など、大小さまざまな連があり、阿波踊りの
醍醐味のひとつは、各連の演舞や衣装、演奏を楽しめる
ことにもあります。

続いて、愛媛県で開催される、新居浜太鼓祭りです。
毎年 10 月 16 日から 18 日までの 3 日間で開催され、日
本三大喧嘩祭りとしても有名です。54 台の金糸銀糸に彩
られた豪華絢爛な太鼓台（たいこだい）と呼ばれる山車
が練り歩きます。瀬戸内海沿岸にある数多い太鼓台のな
かでも、150 人余りの男衆で差し上げられ、澄んだ秋空
に舞う新居浜太鼓台の姿は、その豪華絢爛さ、勇壮華麗
なことから「男祭り」の異名をもち、毎年約 20 万人の
観衆を酔わせて止まない魅力あるお祭りとして、全国的
に知られています。最後に 2020 年は開催される年度で
はなく、新型コロナウイルスの影響は受けていませんが、
香川県の瀬戸内国際芸術祭です。2010 年よりトリエン
ナーレとして 3 年おきに開催されており、瀬戸内の島々
を舞台に開催される現代美術の国際芸術祭です。これま
でに 4 回開催され、次回は 2022 年に予定されています。
春・夏・秋の各会期を中心に、屋内作品の公開やアーティ
ストによるワークショップ、イベント等が実施されてい
ます。海外から訪れる方々も多く、国内外から注目を集
める芸術祭となっております。

このように様々な魅力あるお祭りや行事が四国には一
年をとおして存在し、それ以外にも清流四万十川、祖谷
のかずら橋、道後温泉、金刀比羅宮など全国にも誇れる
観光地が数多くあります。新型コロナウイルスが収束し
た折には、是非とも四国へ観光にお越しください。

最後になりましたが、2021 年度四国支部総会を開催す
る際には、皆様とお会いできることを楽しみにしており
ます。
 （細井宏昭（工修・平 17）記）
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令和 2年度  澪電会東海支部総会報告

澪電会東海支部は、例年開催している秋の支部総会、
見学会および懇親会に向けて 3 月に幹事会を開催してい
る。令和 2 年 3 月時点では新型コロナウイルスの感染が
拡大し始め予断を許さない状況下にあったため、ひとま
ず延期とした。その後、収束の兆しも見えない中、例年
よりやや遅れる形で令和 2 年 5 月 11 日（月）にオンライ
ンにて幹事会を開催した。幸か不幸か、オンライン開催
ということで、例年より多くの方に幹事会に出席頂けた。

その中で、どのように支部を盛り上げていくか、令和
3 年以降の見学会についてアイディアを出し、意見交換
することができた。令和元年からは新たな企画として実
施した夏の納涼懇親会を、今年度もコロナが沈静化した
ら実施すべく計画したが、状況が好転したのは一時的で
あったため、残念ながら断念する結果となった。令和 3
年度以降、会員自身が企画に参加して皆が楽しむ会とし
ていきたい。
 （松井　龍之介（電子・平 11）、
 平田　晃正（通信・平 8）記）

令和 2年度  澪電会九州支部総会報告

澪電会九州支部では，支部総会および懇親会を 11 月
14 日（土）に開催し，13 名が出席しました。

新型コロナウイルスの感染拡大を受けて，Zoom を用
いてのオンライン開催となりました。オンラインでの開

催の利点として，現在は九州の地を離れられた元支部長
の田中祀捷先生や，前支部長の金藤敬一先生にもご出席
いただくことができ，非常に懐かしい雰囲気のなかで支
部総会を執り行いました。支部総会では三谷康範支部長
からの挨拶のあと，議事として支部事業ならびに会計報
告を行い，原案どおり承認されました。続いて，金藤先
生からは「バイオ燃料を使った新規電気化学デバイス」
と題してご講演を賜り，尿素を用いた燃料電池などご研
究の成果について熱く語っていただきました。ご定年後
も客員教授として第一線でのご活躍に研究者として見習
わねばと感じました。その後は懇親会として，各自の近
況報告などを行いました。画面越しではありましたが楽
しいひとときとなり，澪電会のつながりを改めて感じる
貴重な時間となりました。

ご多忙の中，ご出席くださいました皆様方に感謝申し
上げます。新型コロナの状況次第ですが，次回は是非と
も対面にて実施できればと考えておりますので，今後と
も会員皆様のご参加とご協力を切にお願い申し上げま
す。とくに若手の会員のみなさまのご参加をお待ちして
おります。
 （渡邊政幸（電気・平 13）記）

令和 2年度  澪電会中国支部総会報告

澪電会中国支部では、例年支部総会及び見学会を開催
しておりましたが、新型コロナウィルスの国内感染状況
を鑑み、令和 2 年度の中国支部総会については書面によ
る開催とし、見学会については中止といたしました。

書面開催での支部総会は、中国支部の会員の皆さまに
対し、令和 2 年 11 月 19 日に審議事項の書面による回答
を依頼し、賛成多数によりご承認を頂くことができまし
た。中国支部会員の皆さまにはご面倒をお掛けしました
が、ご協力のお陰でコロナ禍においても柔軟な対応が出
来たものと思っております。この場を借りて厚くお礼申
し上げます。

本年も昨年からのコロナ禍は収まる見通しが立ってお
らず、依然として予断を許さない状況でありますが、慎
重に様子を見つつ可能であれば、昨年叶いませんでした
支部総会の集合開催を実施したいと考えております。
 （栗栖庸輔（電気・平 23）記）
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澪電会　会則

会　則

第 1 条 本会は澪電会と称する。
第 2 条 本会は事務局を大阪大学大学院工学研究科電気系

内に置く。
第 3 条 本会は会員の親睦を図り、学術の発展および科学

技術に関する知識の啓発に寄与することを目的とし、
そのため適宜必要な事業を行う。

第 4 条 本会の会員はつぎのとおりとする。
（1）正会員

イ．大阪大学工学部，工学研究科および情報科学研
究科ならびにその前身である学校の電気系卒業生。

ロ．大阪大学工学部および工学研究科の電気系現教
員。

ハ．大阪大学工学部電気系教官および教員の主査の
もとで学位を得た者で、本会に入会を希望する者。

ニ．特に本会に縁故があり、役員会の承認を得た者。
（2）特別会員

正会員以外で大阪大学工学部電気系の教授、助教授、
准教授および講師であった者ならびに特にこの会に
縁故のある者。

（3）学生会員
大阪大学工学部、工学研究科および情報科学研究科
の電気系学生。

（4）賛助会員
本会の活動を援助する法人または個人。

第 5 条 本会に次の役員、監査、委員を置く。
会長 1 名
副会長、幹事、監査、クラス委員

第 6 条 会長は総会の議を経て選出する。副会長、幹事、
監査については会長が指名し、総会で承認を得る。ク
ラス委員については別表に従って卒業・修了年別に選
出する。

第 7 条 会長は本会の会務を総括し、本会を代表する。副
会長は会長を補佐する。

第 8 条 会長、副会長、幹事は役員会を組織し、会務を処
理する。監査は事業年度末に会計監査を行う。クラス
委員はクラスを代表し、本会に関する重要事項の相談
にあずかる。

第 9 条 役員会の推薦により、本会に顧問を置くことがで
きる。

第 10 条 第 1 項　役員の任期は 2 年、監査は 1 年とする。
ただし重任はさまたげない。

第 2 項　役員が任期途中で交代する場合は会長の
承認を得て前任者の残任期を引き継ぎ、
直近の総会でその旨を報告する。

第 11 条 定例総会は年 1 回開催する。臨時総会は必要に応
じて開催する。定例総会では事業報告、会計報告およ
び役員改選その他の議事を行う。

第 12 条 本会の事業年度、会計年度は毎年6月1日に始まり、
翌年 5 月 31 日に終る。

第 13 条 正会員は別に定めた規定により、会費を毎年 7 月
末日までに納入しなければならない。

第 14 条 本会は必要に応じて支部を置くことができる。
第 15 条 本会則の変更は総会の議決を経て行う。

細　則

・会費は年額 4,000 円とする。（平成 7 年度より実施）
・大学学部卒業時から 53 年を経過した会員は、会費の納入

を要しない。
・企業所属の会長の任期は、副会長と会長の期間を含めて

2 年とする。

 別表
クラス委員選出単位

卒業年 学　　　　　部

平成11年以前 電気工学科、通信工学科、電子工学科、情報シ
ステム工学科の各学科卒業生から1委員／年

平成12年
～平成21年

電子情報エネルギー工学科電気工学科目、通信
工学科目、電子工学科目、情報システム工学科
目の各学科目卒業生から１委員／年

平成22年
～令和2年

電子情報工学科システム・制御・電力コース、
先進電磁エネルギーコース、量子電子デバイ
スコースの各コース卒業生から１委員／年、
及び、情報通信工学コース・通信工学クラス、
情報通信工学コース・情報システム工学クラ
スの各クラス卒業生から１委員／年

令和3年以降
電子情報工学科電気工学コース、電子工学コー
ス、通信工学コース、情報システム工学コー
ス卒業生から１委員／年

修了年 大　学　院

平成15年以前

電気工学専攻、通信工学専攻、電子工学専攻、
情報システム工学専攻、電磁エネルギー専攻、
電子情報エネルギー工学専攻の 6 専攻修了者
から 4 委員／年

平成16年
～平成18年

電気工学専攻、通信工学専攻、電子工学専攻、
電子情報エネルギー工学専攻の 4 専攻修了者
から 3 委員／年、及び、情報科学研究科（電
気系 8 講座）修了者から 1 委員／年

平成19年
～平成29年

電気電子情報工学専攻システム・制御・電力
工学コース、先進電磁エネルギー工学コース、
情報通信工学コース、量子電子デバイス工学
コースの各コース修了者から 1 委員／年、及
び、情報科学研究科（電気系 8 講座）修了者
から 1 委員／年

平成30年以降

電気電子情報工学専攻電気工学コース、情報
通信工学コース、電子工学コースの各コース
修了者から 1 委員／年、及び、情報科学研究
科（電気系 8 講座）修了者から 1 委員／年

注）学部のクラス委員は、関連する大学院のクラス委員を
兼任する。
最終改定日　平成 29 年 6 月 27 日
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澪電会　プライバシーポリシー

澪電会では、会員の皆様から事業推進に際して必要最小限の個人情報をご提供頂き、同窓会活動に利用して参りま
した。会員の皆様の個人情報の取り扱いにつきまして下記の通りご案内致します。会員の皆様のご理解・ご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

1．保有する会員の個人情報と個人情報収集方法、利用目的
澪電会（各支部を含む）（以下、本会と称する）が運営上取得した下記の情報を個人情報として取り扱います。

氏名、会員番号、卒業（修了）学部・学科・学科目・研究科・専攻・コース・研究室、卒業 ( 修了 ) 年度、
自宅連絡先（住所、電話／ FAX 番号、電子メールアドレス）、勤務先（勤務先名称、住所、所属部署、役職、
電話／ FAX 番号、電子メールアドレス）等

また本会では、その会則に示す目的のとおり、「会員の親睦を図り、学術の発展および科学技術に関する知識
の啓発に寄与することを目的とし、そのため適宜必要な事業を行う」こととして、会員個人情報を以下に示
す事業において利用します。

① 本会会員名簿の整備および発行。
② 本会および本会会員が主催する事業で本会の目的に適ったもの（総会、見学会、同窓会等）の案内お

よびそれにかかる連絡事項の送付。
③ 会報等（電子媒体によるものを含み、本会活動目的に適うものに限る）の配布。
④ 会費および寄付金の収受管理、会費徴収に関わる事務、案内。
⑤ 大阪大学が行う教育・研究の発展に寄与すると判断される大阪大学主催事業の案内送付。

2．個人情報の管理と本会から事業委託された業者・第三者への開示と提供
(1) 本会が収集した個人情報については、本会から事業委託された業者により適正に管理を行い、常に個

人情報の保護に努めます。
(2) 本会は、本会会員、大阪大学ならびに大阪大学同窓会連合会等同窓会組織の主催事業で、その利用目

的から個人情報の提供が適切と判断される場合には、本会会員、当該主催業者に対して必要最小限の
個人情報を提供することがあります。なお、個人情報の開示もしくは提供を望まない場合は、本会ま
で届け出て下さい。

(3) 本会から提供する個人情報は紙媒体もしくは電子媒体によるものとします。
(4) 次の場合を除き、あらかじめ会員本人の事前の同意がない限り、個人情報を本会から事業委託された

業者等、大阪大学ならびに大阪大学同窓会連合会等同窓会組織を除く第三者へ開示ならびに提供致し
ません。
● 法令に基づく場合
● 人の生命、身体又は財産の保護のために必要がある場合であって、本人の同意を得ることが困難であるとき。
● 公衆衛生の向上又は児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であって、本人の同意を得ること

が困難であるとき。
● 国の機関若しくは地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める事務を遂行することに対して協力す

る必要がある場合であって、本人の同意を得ることにより当該事務の遂行に支障を及ぼすおそれがあるとき。

3．開示・訂正・利用停止請求
本会は、会員から会員本人の個人情報に関する開示請求の申し出があった場合は、当該本人と確認したうえ
で、その情報の開示を行います。また、内容が正確でないなどの申し出があった際には、その内容を確認の上、
必要に応じて個人情報の追加、変更、訂正または利用停止を行います。

4．澪電会に関する個人情報のお問い合わせ・ご依頼先
〒 565-0871　吹田市山田丘 2-1
大阪大学　大学院工学研究科　電気系内　澪電会事務局
電話　06-6879-7789　　E-mail　 reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp



澪電会ホームページのご案内

澪電会では、会員の皆様への情報発信の為、ホームページを公開・運用しています。

http://www.reidenkai.jp/

バックナンバーも含めて会報澪電（一部，黒塗り有）がダウンロード可能です。
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発行　澪電会
〒 565-0871　吹田市山田丘 2-1
大阪大学大学院工学研究科電気系内
電子メール：reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp

転居・転職・異動された会員の方へのお願い

澪電会では、令和2年度よりWeb名簿システムを導入し、会員ご自身で登録情報を更新できるようになっ
ています。このシステムを用いて、澪電会の諸行事などの迅速なご案内も行う予定です。

つきましては、転居、転職、異動されました会員の方には、本システムより速やかに登録情報の更新を
お願いします。例年、郵送している会報などが不達となるケースも多数あり、事務局での対応に苦慮して
おります。何卒、下記 Web 名簿システムでの情報更新にご協力お願いします。

澪電会 Web 名簿システム　https://wd-system.jp/reidenkai/

なお、ログイン ID や操作方法に関するご質問などは、名簿システムのトップ画面の「ID・パスワード
についてのお問い合わせ」（下図参照）より手続きお願いします（澪電会事務局でなく、委託先で対応します）。

https://wd-system.jp/reidenkai/


